


（プロジェクト推進に向けた意見交換） 

 続いて、朝日教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、それぞれが取り組まれてい

る活動や成果、活動の中で感じる課題につい

て意見がだされました。 

 

※委員からの主な意見 

○三重県には光るモノがたくさんあるが、特

に海外においてはまだまだ三重県の知名度

は低い。求められているニーズを的確に把

握し、それに対応できる仕組みをつくらな

いと集客にはつながらない。 

○パーソナルバリアフリー基準によって、個

別のニーズに合った旅行案内を行っている

が、実際に観光客に接するのは、地域の人

たちや観光関係者になるので、おもてなし

のレベルアップを図ることが、魅力につな

がる。 

○国際担当として、インバウンドに関わって

いるが、まだまだ割合としては低い。イン

バウンドの課題はいろいろあるが、情報発

信が武器になる。 

○三重県には、自然、食、温泉など誇れるも

のがたくさんあるが、日本全国に伝えてい

く絶好の機会が、遷宮である。注目度があ

がっている中で、観光客を伊勢神宮だけで

帰らせない、また実際にここまで来ない人

に対しての伝え方（ＰＲ）に工夫が必要で

ある。 

○経済団体としては、旅を動かす層へ直接働

きかけていくことが重要と考えている。観

光産業をローカル企業体としてどう育てる

かが重要である。 

○Facebookなどを活用してコアなファンを

増やしていくことも重要である。 

 

 

 

 

 

 

（今後検討すべきテーマについて） 

 最後に次回会議について、今後検討すべき

内容、県の施策の方向性に対する意見などに

ついてご意見をいただきました。 

 

※委員からの主な意見 

○観光産業は、中小企業が多く、まだまだ産

業として確立していない。産業の質をあげ

るためにどうしたらよいか、を観光の基盤

づくりに反映できるようにしてはどうか。 

○三重県は南北に長いこともあり、多様な魅

力がある反面、まとまりがない。観光地を

ネットワークとしてつなげていく仕掛けが

必要ではないか。 

○情報の発信について、地域だけの情報発信

は限界がある。「三重県」としての魅力を１

つにまとめて発信する必要があるのではな

いか。 

○前回の遷宮では、観光客は増えたが、その

分余裕がなくなるため、十分なおもてなし

ができず、評判を下げてしまった部分もあ

る。その反省を生かして、観光客の満足度

を上げるために観光従事者への教育などを

きちんと行う必要がある。 

    次回（第2回）の開催予定       

 次回（第２回）推進会議は、平成 25 年度

当初予算編成に推進会議からの意見・提案が

反映できるよう、９月頃に公開で開催する予

定です。 


